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●UML、またSystemC表記法によりモデルベース設計を可能とする「SoC 
Modeler」 

●「コード、値、波形｣見たいものがすぐ見れる「SystemC Debugger」により
構成されています。  

◇UML「SOC向け拡張プロファイル」に準拠しています。 

◇SystemCの表記法は「SystemCによるシステム設計」（Grotker/Liao/Martin/Swan著）

に定義されている標準化表記法です。 

キーワードは、 
        「UML」「SystemC」「ソフト/ハード協調設計」 

XModelink series
クロスモデリンク 

A（エース）ソリューション A（エース）ソリューション 

■「UML」→「SystemC」→「動作合成」 

SoC開発は、膨大化／複雑化の一途を辿っています。 
「XModelink」は、SoC開発の構造を把握しやすい「UML」、
記述量の少ない上流設計「SystemC」、 アルゴリズム
→RTLを自動合成する「動作合成」により、 これらの問
題を解決します。 

■「C言語」による「ソフト／ハード協調検証」 

システム開発において、不具合による手戻りを減らし、
品質 を向上させるためには、上流工程におけるシステム
検証を行う必要があります。XModelinkは、「C言語」
での「ソフト/ハード協調検証」を可能とし、検証速度 
「ISSの100～1000倍」を実現しました！ 

解決 

新発想 

UML

SoC Modeler

SystemC Debugger

XModelink

動作合成ツール 構成管理ツール 

■モデルベース設計 
 （構造を把握しやすい）  
■抽象度アップ設計 
 （記述量が少ない）  
■ソフト／ハード協調設計 
 （システム全体の設計） 
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SystemC表記法によるモデルベース設計 

SystemCの表記法を用いて、モジュール、ポート、チャネル、
インターフェース、階層化チャネルなどモデルベースでシステム
LSIの開発が行えます。階層化モデルの記述により、判りやすい
モデルのコーディングを可能とします。 

SystemCコードを自動生成 

SystemC（C++）言語は複雑な言語であり、開発の初期段階
ではコンパイルErrorが多発してしまう現状があります。本製品は、
モデルから OSCI ライブラリ対応のコードを自動生成させるため、
スムーズなコンパイルが可能になります。 

UML（クラス図）インポート機能 

UML（世界標準）で記述された仕様書からclass図等をインポート
する機能を搭載しました。インポートするためには、｢SoC向け
拡張プロファイル｣を用いて行われますが、標準化のため USoCF
（UML for SoC Form）よりOMGに提案（現在審議中）したもの
です。 

ソースコードリバース（ラウンドトリップ）機能 

ソースコードの自動生成後に、修正した場合のために、
リバース（ラウンドトリップ）機能を搭載しています。 

タイミング検証（波形観測） 

全ノード自動トレース 
OSCIのリファレンスシミュレータでは、信号波形を出力する際に各ノードをソー
スコードの１つ１つに、 sc_traceコードを書き込む必要がありました。「本製品」
は、ソースコードから自動解析を行い、全ノードをトレース表示を行います。よっ
て参照したい波形のみ「チェック」することにより参照波形の選択が行えます。 
 
VCDビューア 
「OSCI」シミュレータには時間精度のシミュレーションを行うための波形
ビューアはパッケージされていません。「本製品」は標準で「ＶＣＤ波形ビューア」
をパッケージしました。 
【主な機能】  
・カーソル／マーキング機能 ・波形縮小／拡大機能 ・値参照 
・ブレイク時リアルタイム更新 ・2/8/10/16進表示機能 ・ツリービュー表示 
 
同期波形ビューア 
トランザクションレベルにおけるプロセス状態、イベント遷移を並列観測する
ビューアを搭載！  
【主な機能】 
・シーケンシャルモード／パラレルモード切り替え機能 
・波形拡大／縮小機能　・ブレイク時リアルタイム更新 
 
時間（クロック）実行 
実行時に時間を指定して実行する事が可能です。時間を指定して
実行後、｢ＳｙｓｔｅｍＣウォッチ｣｢プロセス表示｣｢ＶＣＤ波形観測｣｢動
機波形ビューア｣などの機能と併用することが可能となります。 

アルゴリズム検証（ソースコードデバッグ） 

SystemCウォッチ 
Sc_int<>、sc_lv<>などSystemCの固有で定義されている型は、テンプレート構
造で出来ているため、値参照を行うためには、深い階層があり参照困難でした。
本製品は、参照変数を設定しておくと、ブレイク時自動的に表示が行われます。 
【主な機能】 
・SystemC型の変数の値、表示、参照可能 
・参照波形は、ソースコードからドラッグ＆ドロップにより簡単設定 
・ブレイク時リアルタイム更新、書き込み即値／デルタ遅延後の参照時の値を表示 
 
プロセス表示 
並列に動作しているプロセスを全て自動表示します（設定は不要）。 またプロセスの
実行状態は色別表示されます。例えば１つのソースコードより複数のモジュールを
インスタンスしている際はブレイク時、どちらのインスタンスでブレイクしたか？など
の確認に有効。また画面クリックにより、ソースコードにジャンプ機能を搭載しました。 

SystemCコード完全対応 

内部プロセスの情報や、wait、notifyやsensitive構文を使った
同期の機構、モジュールクラスのメンバ変数と関数、実装コード
も入力可能です。 

モデルチェッカー機能 

SystemCの言語仕様としてポート未接続などの際に、実行時
暴走する場合があります。本製品は、ポートの未接続などの
チェック機能も搭載しています。 

・本資料の内容は、予告なしに変更する場合があります。 
・本資料に記載された社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 

キャッツ株式会社 
 

【SystemC Debugger 動作環境】 

SoC Modeler　～「UML」と「SystemC表記法」によるモデルベース設計～ 

SystemC Debugger　～「コード、値、波形」見たいものがすぐ見れる ～ 

【SoC Modeler 動作環境】 

関　数 
モジュール 

ポート 

チャネル 

変　数 

関数内部 
（詳細）記述 
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